
Automation News
発行所：©ものづくり.jp株式会社　〒231-0062　神奈川県横浜市中区桜木町1-101-1 クロスゲート7階　TEL：050-3503-9311

２０２３年（令和５年）

第336号（水曜日発行）
8 30

3万3000円（税込）

　
「
ペ
ン
は
剣
よ
り
も
強
し
」
。
こ
の

名
言
を
発
し
た
の
は
英
国
の
作
家
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ブ
ル
ワ
ー
＝
リ
ッ
ト
ン
で
、

１
８
３
９
年
に
発
表
し
た
劇
中
の
セ
リ

フ
だ
そ
う
だ
。
こ
の
言
葉
は
権
力
者
と

相
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
や
マ
ス
コ
ミ
の
矜

持
と
な
り
、
言
葉
や
表
現
の
力
で
直

接
、
権
力
者
の
行
為
を
い
さ
め
、
周
囲
の
人
を

巻
き
込
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
生

み
出
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
ケ

ー
ス
も
あ
る
が
、
反
対
に
失
敗
や
足
を
引
っ
張

っ
て
い
る
事
も
多
い
▼
こ
と
日
本
の
製
造
業
に

関
し
て
言
え
ば
、
「
失
わ
れ
た
30
年
」
を
は
じ

め
と
し
て
安
易
に
ネ
タ
に
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
ダ

ウ
ン
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
業
績
は
上
が
り
、

日
本
経
済
を
支
え
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
だ
。

製
造
業
が
か
つ
て
ほ
ど
の
存
在
感
を
示
せ
て
い

な
い
の
は
、
市
場
環
境
や
各
社
の
経
営
力
に
大

き
な
要
因
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
製
造

業
を
た
た
く
こ
と
で
自
社
を
満
足
さ
せ
、
高
い

視
座
か
ら
そ
の
成
長
を
支
援
し
な
い
・
で
き
な

い
メ
デ
ィ
ア
側
に
も
そ
の
一
端
は
あ
る
。
何
の

た
め
に
、
ど
ん
な
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に
ペ

ン
の
力
を
振
る
う
の
か
、
メ
デ
ィ
ア
は
真
摯
に

向
き
合
う
必
要
が
あ
る
▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ

っ
て
、
い
ま
や
ペ
ン
の
力
は
剣
よ
り
も
強
く
、

ひ
と
つ
の
強
大
な
権
力
に
な
っ
て
い
る
。
な
れ

ば
こ
そ
、
そ
の
力
を
成
長
や
発
展
に
使
う
の
が

正
し
い
使
い
方
だ
。
１
０
０
０
万
人
が
働
き
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
割
を
稼
ぐ
製
造
業
が
発
展
す
れ

ば
、
他
の
産
業
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ

ま
で
日
本
は
そ
う
や
っ
て
発
展
し
、
そ
れ
は
こ

れ
か
ら
も
続
く
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
は

昔
も
今
も
こ
れ
か
ら
も
製
造
業
の
味
方
で
あ

り
、
製
造
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
だ
け
に
存
在

し
、
活
動
す
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
矜
持
だ
。

ペンは剣よりも強し　製造業を盛り上げるために言葉のちからを使う

　
猛
暑
の
中
、
国
際
経
済
の
潮
目
が
変
わ
る

「
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
」
が
飛
び
込
ん
で
き

た
。
約
48
兆
円
の
負
債
を
抱
え
る
中
国
の
不

動
産
大
手
「
恒
大
集
団
」
が
８
月
17
日
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裁
判
所
に
ア
メ
リ
カ
連
邦
破

産
法
15
条
適
用
を
申
請
し
た
。
適
用
さ
れ
れ

ば
ア
メ
リ
カ
国
内
に
持
つ
資
産
は
い
っ
た
ん

保
護
さ
れ
る
の
で
、
資
産
保
護
が
目
的
と
の

見
方
が
強
い
。
中
国
国
内
で
破
産
申
請
を
し

て
も
裁
判
所
が
受
け
付
け
な
い
の
で
、
中
国

で
は
実
質
的
な
破
産
は
起
き
な
い
が
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
は
長
年
く
す
ぶ
っ
て
き
た
中
国
経

済
崩
壊
の
明
確
な
顕
在
化
で
あ
る
。
鄧
小
平

の
経
済
改
革
以
来
、
順
調
な
経
済
成
長
を
続

け
た
中
国
の
「
歴
史
的
な
変
化
点
」
で
あ
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
苦
境
に
陥
っ
て
い
る

中
国
の
不
動
産
企
業
は
恒
大
集
団
だ
け
で
は

な
く
、
最
大
手
の
「
碧
桂
園
」
は
８
月
10

日
、
今
年
前
半
の
最
終
利
益
が
１
兆
円
前
後

の
赤
字
に
転
落
す
る
見
通
し
だ
と
発
表
し

た
。
『
資
金
調
達
で
深
刻
な
困
難
に
直
面
し

て
い
る
』
と
し
て
お
り
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
３
割
を
占
め
る
中
国
不
動
産
業
界

は
バ
ブ
ル
崩
壊
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
膨
大
な
中
小
企
業
が
消
滅

し
、
若
者
の
失
業
率
は
う
な
ぎ
上
り
。
政
府

発
表
で
も
20
％
を
超
え
て
お
り
、
実
質
的
に

は
50
％
以
上
と
の
声
も
あ
る
。
大
学
を
卒
業

し
て
も
仕
事
が
な
い
。
こ
れ
が
中
国
の
実
態

で
あ
る
。

　
こ
の
影
響
が
世
界
経
済
に
ど
ん
な
影
響
を

与
え
る
の
か
？
　
と
い
っ
た
未
来
予
測
の
話

題
で
沸
騰
し
て
い
る
が
、
日
本
の
製
造
業
に

与
え
る
影
響
は
極
め
て
軽
微
で
あ
る
と
筆
者

は
考
え
て
い
る
。
特
に
筆
者
の
関
わ
り
深
い

「
精
密
板
金
業
界
」
で
は
、
『
輝
か
し
い
未

来
が
待
っ
て
い
る
』
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
日
本
の
製
造
業
に
『
大
い
な
る
復
活

の
時
が
や
っ
て
き
た
』
と
い
っ
た
ら
不
謹
慎

で
あ
ろ
う
か
？

　
失
わ
れ
た
30
年
と
比
喩
さ
れ
る
バ
ブ
ル
崩

壊
以
降
の
日
本
経
済
を
苦
し
め
た
要
因
は

「
円
高
」
と
「
中
国
・
韓
国
」
の
台
頭
で
あ

っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
主
義
を
標
榜
す
る
米
国

の
口
車
に
乗
っ
て
、
中
国
な
ど
に
膨
大
な
投

資
を
行
っ
た
結
果
、
人
材
・
技
術
・
資
金
を

中
国
・
韓
国
に
吸
い
取
ら
れ
、
モ
ジ
ュ
ー
ル

生
産
方
式
な
ど
と
称
さ
れ
る
日
本
の
差
別
化

が
生
か
さ
れ
な
い
製
造
形
態
と
の
競
争
敗
戦

は
、
白
物
家
電
業
界
の
惨
敗
な
ど
、
多
く
の

実
例
が
あ
り
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
つ
い

先
ほ
ど
ま
で
、
『
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日

本
を
追
い
越
し
た
』
と
豪
語
す
る
韓
国
も
、

修
羅
場
の
経
済
衰
退
に
陥
っ
て
い
る
。
国
際

通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
、
韓
国
経
済
予
測

を
連
続
で
下
げ
続
け
、
先
進
国
カ
テ
ゴ
リ
ー

か
ら
韓
国
を
除
外
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
30
％
以
上
を
輸
出
に
依
存
し
、
特
に

中
国
と
の
政
治
経
済
依
存
を
強
め
て
き
た
韓

国
に
幕
が
引
か
れ
た
結
果
で
あ
る
。
わ
が
国

は
、
日
本
か
ら
の
輸
出
依
存
は
少
な
く
、
内

需
依
存
の
国
で
あ
る
。
日
本
が
輸
出
大
国
な

ど
と
の
認
識
は
大
間
違
い
で
あ
る
。
ロ
ボ
ッ

ト
や
工
作
機
械
、
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
、

中
国
輸
出
に
依
存
す
る
業
界
も
あ
る
が
、
俯

瞰
的
に
眺
め
れ
ば
、
日
本
の
製
造
業
に
与
え

る
影
響
は
軽
微
で
あ
る
。

　
不
謹
慎
で
は
あ
る
が
、
中
国
の
経
済
衰
退

は
『
吉
報
』
『
福
音
』
と
も
言
え
る
。
日
本

か
ら
中
国
に
進
出
し
た
企
業
も
、
そ
ろ
っ
て

中
国
か
ら
撤
退
を
急
い
で
い
る
。
そ
の
数
１

０
０
０
社
以
上
と
い
わ
れ
、
30
年
ぶ
り
の
日

本
製
造
業
再
起
動
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
リ

シ
ョ
ア
リ
ン
グ
（
製
造
の
国
内
回
帰
）
が
加

速
す
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
日
本
に
は
明
る

い
環
境
が
あ
る
の
に
、
日
本
の
報
道
機
関
・

大
手
メ
デ
ィ
ア
は
、
い
つ
の
ま
に
か
『
自
虐

的
』
で
『
悲
観
的
』
な
報
道
に
終
始
す
る
傾

向
が
強
い
。
日
本
中
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
が

蔓
延
し
て
い
る
の
は
、
非
常
に
残
念
で
あ

る
。

　
中
国
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
っ
て
、
『
日
本
が

製
造
王
国
と
し
て
再
起
動
す
る
地
合
い
が
整

っ
て
き
た
』
と
は
い
え
、
決
し
て
も
ろ
手
を

挙
げ
て
喜
べ
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
そ
の

最
大
の
課
題
は
人
手
不
足
で
あ
る
。
単
に

『
労
働
人
口
が
減
っ
て
い
る
』
、
『
高
齢
化

が
進
み
、
若
者
が
採
用
で
き
な
い
』
と
い
っ

た
直
接
的
課
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
近
年

の
労
働
者
の
『
勤
労
意
欲
の
低
下
』
が
重
要

問
題
で
あ
る
。
政
府
主
導
で
推
進
し
て
き
た

『
働
き
方
改
革
』
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の

は
小
さ
く
な
い
。
『
働
き
方
改
革
』
は
過
剰

労
働
な
ど
の
罪
悪
的
状
況
の
改
善
に
は
つ
な

が
っ
た
も
の
の
、
日
本
が
古
来
よ
り
育
ん
だ

『
労
働
の
美
徳
』
を
奪
い
去
っ
た
の
も
事
実

で
あ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
奨
励
の
後
遺
症
も
大

き
い
。

　
日
本
は
労
働
を
美
徳
と
す
る
価
値
観
を
も

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
欧
米
文
化
を
支
え

る
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
労
働
は
罪
悪
で
あ

り
、
日
本
の
古
来
文
化
と
は
相
い
れ
な
い
。

　
働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
、
日
本
の
価
値
観

が
崩
壊
し
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
が
、
日

本
の
中
小
製
造
業
に
は
救
世
主
と
言
え
る
新

技
術
が
台
頭
し
て
い
る
。
救
世
主
の
新
技
術

は
「
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
協
働
ロ
ボ

ッ
ト
は
、
人
と
協
働
し
『
人
は
人
ら
し
く
』

『
人
か
ら
単
純
労
働
を
開
放
す
る
』
最
高
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

に
は
、
『
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
Ｉ
ｏ
Ｔ
』
と
『
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
』
が
必
須
で
あ
る
。

能
力
あ
る
熟
練
工
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
加
工
を
教

え
る
（
ダ
イ
レ
ク
ト
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
、
そ

の
後
の
単
純
リ
ピ
ー
ト
加
工
（
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
）
が
、
熟
練
工
の
ノ
ウ
ハ

ウ
に
従
っ
て
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動
化
作
業

す
る
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
究
極
で
あ

る
。

　
中
小
製
造
業
に
と
っ
て
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の

活
用
は
、
事
業
継
続
と
発
展
の
必
需
品
で
あ

る
が
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
た
め
に
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
必
須
で
あ
り
、
中

小
製
造
業
の
Ｄ
Ｘ
化
実
現
が
前
提
条
件
と
な

る
。
次
稿
よ
り
こ
の
内
容
を
詳
報
す
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●102●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

中
国
経
済
崩
壊
は
日
本
の
福
音

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
が
中
小
製
造
業
の
救
世
主

FA・電機機器・機械部品 主要上場メーカー2023年度1Q業績
売上高 前年同期比 営業利益 前年同期比 純利益 前年同期比

日立製作所 2兆3224億円 9.6%減 1305億円 7.4%増 700億円 88.4%増
パナソニック 2兆0296億円 2.8%増 903億円 41.9%増 2009億円 310.5%増
三菱電機 1兆2203億円 14.3%増 610億円 79.6%増 578億円 72.7%増
東芝 7041億円 4.9%減 114億円 ー △253億円 ー
ニデック 5660億円 4.8%増 601億円 34.7%増 640億円 55.0%増
ミネベアミツミ 2923億円 16.5%増 60億円 57.4%減 36億円 65.9%減
富士電機 2341億円 14.8%増 146億円 48.5%増 123億円 23.9%増
キーエンス 2222億円 15.8%増 1112億円 8.2%増 851億円 6.9%増
オムロン 2033億円 10.3%増 143億円 19.9%増 133億円 68.0%増
ファナック 2017億円 4.6%減 325億円 34.5%減 303億円 28.0%減
SMC 1989億円 5.9%減 561億円 17.5%減 521億円 30.8%減
安川電機 1425億円 18.5%増 164億円 17.9%増 118億円 12.4%増
横河電機 1186億円 26.2%増 130億円 842.1%増 246億円 ー
THK 1855億円 0.6%減 164億円 21.2%減 120億円 16.2%減
アズビル 612億円 9.2%増 46億円 114.6%増 37億円 79.1%増
CKD 330億円 13.2%減 28億円 37.5%減 18億円 40.3%減
日東工業 344億円 12.6%増 17億円 428.0%増 13億円 257.7%増
山洋電気 310億円 12.1%増 38億円 31.3%増 34億円 4.2%増
IDEC 181億円 9.8%減 16億円 47.2%減 14億円 42.6%減
オプテックスグループ 271億円 0.2%減 26億円 25.9%減 19億円 36.4%減
NKKスイッチズ 25億円 2.2%増 2億円 25.1%減 1億円 52.1%減

Ｆ
Ａ
・
電
機
機
器
・
機
械
部
品
各
社
2024
年
３
月
期
１
Ｑ
決
算

生
産
回
復
し
増
収
多
数

半
導
体

中
国
市
場

低
迷
も
好
業
績
続
々

　
Ｆ
Ａ
・
電
機
機
器
・
機
械
部
品
の
主
要
メ
ー
カ
ー
の
２
０
２
４
年
３
月
期
の
第
一
四

半
期
決
算
が
出
そ
ろ
っ
た
。
半
導
体
関
連
需
要
の
低
迷
と
中
国
市
場
の
冷
え
込
み
と
い

う
厳
し
い
環
境
に
あ
り
つ
つ
も
、
電
機
メ
ー
カ
ー
各
社
は
価
格
改
定
の
効
果
や
生
産
回

復
に
よ
る
受
注
残
の
消
化
が
順
調
に
進
み
、
多
く
の
企
業
が
増
収
増
益
を
果
た
し
て
い

る
。
一
方
で
機
械
部
品
各
社
は
中
国
需
要
の
停
滞
が
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ａ
・
電
機
機
器
各
社
に

つ
い
て
、
三
菱
電
機
は
増
収

増
益
。
ラ
イ
フ
部
門
の
空
調

・
家
電
事
業
と
ビ
ル
事
業
が

堅
調
に
推
移
し
、
売
上
・
営

業
利
益
と
も
に
貢
献
。
海
外

が
好
調
で
、
前
年
同
期
比
21

％
増
の
売
上
高
６
８
４
８
億

円
と
な
り
、
欧
州
、
北
米
が

大
き
く
伸
び
、
ア
ジ
ア
も
堅

調
に
伸
び
た
。
ま
た
Ｆ
Ａ
シ

ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て
、
売

上
高
１
９
７
４
億
円
、
営
業

利
益
は
２
８
７
億
円
。
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
な
ど

脱
炭
素
関
連
需
要
は
継
続
し

て
い
る
が
、
半
導
体
な
ど
デ

ジ
タ
ル
関
連
で
需
要
が
減
少

し
、
売
上
高
は
前
年
同
期
比

で
72
億
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
が
、
営
業
利
益
は
20
億
円

減
と
な
っ
た
。

　
富
士
電
機
は
大
幅
な
増
収

増
益
。
売
上
高
が
全
事
業
部

門
で
増
収
と
な
り
、
営
業
利

益
も
パ
ワ
エ
レ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
と
食
品
流
通
が
増
益
を

牽
引
。
パ
ワ
エ
レ
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
の
売
上
高
は
７
６
２

億
円
で
前
年
同
期
比
１
１
１

億
円
増
加
、
営
業
損
益
は
マ

イ
ナ
ス
３
億
円
だ
が
15
億
円

改
善
し
た
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
は
部
材
調
達
難
の
緩
和

に
伴
う
生
産
増
加
や
受
注
残

消
化
に
よ
っ
て
10
％
の
増
収

と
な
っ
た
。

　
キ
ー
エ
ン
ス
は
増
収
増

益
。
売
上
高
２
２
２
２
億
円

（
15
・
８
％
増
）
、
営
業
利

益
１
１
１
２
億
円
（
８
・
２

％
増
）
、
純
利
益
８
５
１
億

円
（
６
・
９
％
増
）
と
な

り
、
営
業
利
益
率
は
50
％
と

な
っ
た
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
増
収
増
益
。

制
御
機
器
事
業
と
ヘ
ル
ス
ケ

ア
事
業
、
社
会
シ
ス
テ
ム
事

業
で
増
収
増
益
、
電
子
部
品

事
業
は
需
要
停
滞
を
受
け
て

減
収
減
益
。
制
御
機
器
事
業

は
、
注
力
事
業
領
域
の
需
要

回
復
は
下
期
に
ず
れ
込
む
一

方
で
、
ｉ
―
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
好
調

で
、
採
用
顧
客
数
は
１
Ｑ
で

１
５
０
社
増
加
し
た
。

　
安
川
電
機
は
増
収
増
益
。

部
品
不
足
と
中
国
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
影
響
で
遅
れ
て
い
た
生

産
を
回
復
し
て
受
注
残
を
消

化
し
た
こ
と
が
功
を
奏
し

た
。
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
モ

ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
事

業
は
売
上
高
６
９
５
億
円

（
前
年
同
期
比
25
％
増
）
、

営
業
利
益
98
億
円
（
43
・
７

％
増
）
。
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
が
半

導
体
需
要
低
迷
の
影
響
を
受

け
た
が
、
イ
ン
バ
ー
タ
の
生

産
正
常
化
が
貢
献
し
た
。
ロ

ボ
ッ
ト
事
業
は
、
売
上
高
５

２
７
億
円
（
18
・
５
％
増
）、

営
業
利
益
61
億
円
（
86
・
２

％
増
）
と
好
調
。
欧
米
を
中

心
に
人
件
費
高
騰
と
労
働
力

不
足
に
対
す
る
自
動
化
投
資

が
旺
盛
で
、
中
国
で
も
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
生
産
等
の
需

要
で
大
き
く
伸
び
た
。

　
横
河
電
機
は
増
収
増
益
。

売
上
増
加
に
伴
う
粗
利
増
に

よ
っ
て
営
業
利
益
が
大
き
く

増
加
。
純
利
益
も
投
資
有
価

証
券
売
却
な
ど
に
よ
り
増
益

と
な
っ
た
。
制
御
事
業
は
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
で
売
上

が
21
％
増
加
し
増
収
増
益
と

な
っ
た
。

　
ア
ズ
ビ
ル
は
増
収
増
益
。

強
化
し
た
調
達
・
生
産
体
制

に
よ
っ
て
生
産
が
拡
大
し
て

増
収
と
な
り
、
増
収
効
果
と

価
格
転
嫁
な
ど
収
益
力
強
化

で
増
益
と
な
っ
た
。
Ａ
Ａ
事

業
は
、
Ｐ
Ａ
市
場
は
保
守
・

改
造
需
要
を
中
心
に
堅
調
に

推
移
し
、
Ｆ
Ａ
市
場
は
半
導

体
製
造
装
置
の
市
況
低
迷
と

先
行
発
注
で
需
要
が
低
迷
し

た
が
、
工
場
や
プ
ラ
ン
ト
の

脱
炭
素
や
人
手
不
足
、
設
備

老
朽
化
対
応
な
ど
へ
の
需
要

が
拡
大
し
た
。

　
日
東
工
業
は
増
収
増
益
。

電
気
・
情
報
イ
ン
フ
ラ
関
連

製
造
・
工
事
・
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
売
上
増
加
、
オ
フ
ィ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
案
件
等
の
回

復
で
電
気
・
情
報
イ
ン
フ
ラ

関
連
流
通
事
業
が
増
加
し

た
。

　
山
洋
電
気
は
増
収
増
益
だ

が
、
通
信
装
置
や
ロ
ボ
ッ

ト
、
半
導
体
製
造
装
置
な
ど

Ｆ
Ａ
市
場
の
需
要
が
減
退
し

て
受
注
と
受
注
残
が
減
少
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
Ｅ

Ｖ
用
急
速
充
電
器
や
高
性
能

サ
ー
バ
向
け
の
需
要
、
パ
ワ

ー
シ
ス
テ
ム
は
産
業
用
設
備

や
医
療
用
設
備
向
け
の
需
要

が
好
調
。
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム

は
半
導
体
製
造
装
置
や
ウ
エ

ハ
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
向
け
需
要

が
大
幅
に
減
少
し
、
中
国
市

場
も
低
迷
し
た
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
減
収
減
益
。

欧
米
は
好
調
だ
っ
た
が
、
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｃ
と
国
内
需
要
低
迷
が

響
い
た
。
製
品
別
で
は
、
プ

ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
表
示
器
は
納

期
改
善
で
拡
大
し
た
が
、
ス

イ
ッ
チ
は
半
導
体
関
連
や
工

作
機
械
の
需
要
減
少
で
減

少
。
制
御
用
リ
レ
ー
は
中
国

市
場
が
減
少
し
、
プ
ロ
グ
ラ

マ
ブ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
は
米

州
向
け
が
堅
調
だ
っ
た
。

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

は
減
収
減
益
（
12
月
決
算
、

２
０
２
３
年
度
上
期
）
。
Ｓ

Ｓ
事
業
が
堅
調
だ
っ
た
一
方

で
、
Ｉ
Ａ
事
業
の
Ｆ
Ａ
関
連

と
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
関
連
が
伸
び
悩

ん
だ
。
Ｆ
Ａ
関
連
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
向
け
は
順
調
だ
っ
た

が
、
中
国
の
二
次
電
池
向
け

が
低
調
と
な
り
、
国
内
は
半

導
体
関
連
の
設
備
投
資
抑
制

や
在
庫
調
整
を
受
け
て
販
売

が
伸
び
悩
ん
だ
。

　
Ｎ
Ｋ
Ｋ
ス
イ
ッ
チ
ズ
は
増

収
減
益
。
国
内
は
放
送
音
響

・
特
殊
車
両
・
鉄
道
な
ど
特

　
機
械
部
品
各
社
に
つ
い

て
、
ニ
デ
ッ
ク
は
増
収
増

益
。
営
業
利
益
と
純
利
益
は

１
Ｑ
ベ
ー
ス
で
過
去
最
高
を

更
新
。
特
に
家
電
・
商
業
・

産
業
用
製
品
が
リ
ー
ド
し
、

脱
炭
素
や
グ
リ
ー
ン
関
連
で

高
効
率
モ
ー
タ
の
置
き
換
え

需
要
を
中
心
に
、
ロ
ボ
ッ
ト

モ
ジ
ュ
ー
ル
や
バ
ッ
テ
リ
エ

ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
な

ど
が
伸
長
。

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
減
収
減

益
。
売
上
高
は
２
０
１
７
億

円
（
４
・
６
％
減
）
、
営
業

利
益
は
３
２
５
億
円
（
34
・

５
％
減
）
、
純
利
益
は
３
０

３
億
円
（
28
・
０
％
減
）
と

な
っ
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
中
国

と
米
国
の
Ｅ
Ｖ
関
連
が
好
調

で
20
％
の
増
収
と
な
っ
た

が
、
Ｆ
Ａ
部
門
と
ロ
ボ
マ
シ

ン
部
門
は
海
外
市
場
の
減
速

を
受
け
て
売
上
が
減
少
し

た
。

　
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
は
増
収

減
益
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

落
ち
込
み
が
足
を
引
っ
張
っ

た
が
、
回
復
は
時
間
の
問
題

と
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
減
収
減
益
。
半

導
体
・
電
機
関
連
の
設
備
投

資
の
抑
制
や
先
送
り
、
中
国

の
景
気
減
速
に
よ
る
工
作
機

械
の
調
整
局
面
へ
の
突
入
な

ど
が
影
響
し
た
。
医
療
機
器

や
食
品
機
械
関
連
も
コ
ロ
ナ

後
の
省
人
化
・
自
動
化
需
要

は
あ
る
が
伸
び
悩
ん
だ
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｋ
は
減
収
減
益
。
米

国
と
欧
州
で
産
業
機
器
事
業

が
堅
調
だ
っ
た
が
、
国
内
と

中
国
の
需
要
減
少
が
響
い

た
。

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
減
収
減
益
。
機

器
事
業
は
Ｅ
Ｖ
製
造
装
置
向

け
は
堅
調
に
推
移
し
た
が
、

半
導
体
製
造
装
置
向
け
が
減

少
し
、
海
外
も
低
迷
し
た
。

定
市
場
に
注
力
し
た
が
、
売

上
高
は
６
・
２
％
減
の
19
億

円
。
欧
米
は
ネ
ッ
ト
販
売
や

特
定
市
場
が
功
を
奏
し
て
増

収
。
ア
ジ
ア
は
景
気
回
復
ペ

ー
ス
の
鈍
化
に
よ
っ
て
12
・

１
％
減
の
12
億
円
と
な
っ

た
。

Ｆ
Ａ
・
電
機
、価
格
改
定
が
奏
功

機
械
部
品
、海
外
需
要
減
響
く
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「
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
５
段
階

説
」
を
何
ら
か
の
研
修
で
学
ん

だ
営
業
関
係
者
は
少
な
く
な

い
。
人
間
は
欲
求
に
よ
っ
て
行

動
す
る
。
そ
の
欲
求
は
生
き
た

い
、
生
存
し
た
い
と
い
う
欲
求

か
ら
始
ま
り
、
自
分
が
描
く
理

想
の
生
き
方
を
実
現
し
た
い
と

い
う
自
己
実
現
の
欲
求
ま
で
５

段
階
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
説

で
あ
る
。

　
３
段
階
目
に
所
属
の
欲
求
と

い
う
の
が
あ
る
。
こ
の
欲
求
は

人
間
が
安
定
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
人
の
集
団

の
中
に
入
り
た
く
な
る
欲
求
で

あ
る
。
脳
科
学
に
よ
れ
ば
、
人

間
に
は
他
者
と
の
関
わ
り
が
精

神
的
安
定
に
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
睡
眠
や
運

動
が
心
身
の
健
康
に
は
欠
か
せ

な
い
の
と
同
じ
だ
と
言
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
間
に
は
何

か
の
集
団
に
属
し
て
他
者
と
関

わ
り
た
い
と
い
う
欲
求
が
脳
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
他
者
と
関
わ
ら
な
け
れ
ば

心
が
安
定
し
な
い
と
い
う
一
方

で
、
他
者
と
の
関
わ
り
で
あ
る

人
間
関
係
に
悩
む
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
転
職
ば
や
り
の
ご
時

世
で
あ
る
が
、
転
職
の
理
由
の

ト
ッ
プ
は
人
間
関
係
と
い
う
デ

ー
タ
が
示
す
よ
う
に
、
販
売
店

が
採
用
す
る
ほ
と
ん
ど
の
販
売

員
は
新
卒
で
は
な
く
転
職
組
で

あ
る
。

　
転
職
組
の
販
売
員
は
社
内
の

人
間
関
係
に
留
意
し
、
円
満
に

築
こ
う
と
努
力
す
る
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
も
、
他
人
と
う
ま
く

や
っ
て
い
く
た
め
に
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
相
手
の
言
い
な
り
に
な

る
だ
け
で
は
、
い
ず
れ
フ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
た
ま
っ
て
人

間
関
係
に
失
敗
す
る
。
マ
ズ
ロ

ー
説
で
、
欲
求
の
４
段
階
目
に

尊
厳
の
欲
求
を
置
い
て
い
る
よ

う
に
、
人
間
は
誰
で
も
自
尊
心

を
持
っ
て
い
る
。

　
こ
の
欲
求
は
、
誰
で
も
自
分

の
自
尊
心
を
満
た
し
た
い
と
い

う
欲
求
で
あ
る
。
自
分
を
認
め

て
ほ
し
い
の
だ
。
社
内
で
人
間

関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
時

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
る

と
、
相
手
に
妥
協
し
て
い
る
だ

け
の
よ
う
に
見
え
て
も
自
分
の

こ
と
を
何
気
な
く
認
め
さ
せ
て

い
る
は
ず
だ
。

　
そ
れ
に
は
か
な
り
の
努
力
が

必
要
で
あ
る
。
自
尊
心
が
満
た

さ
れ
れ
ば
、
他
人
の
望
み
に
関

し
て
も
寛
容
に
な
れ
る
。
だ
か

ら
人
間
関
係
を
築
く
に
は
、
ま

ず
相
手
の
自
尊
心
を
満
た
す
た

め
に
積
極
的
に
耳
を
傾
け
て
相

手
を
受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
始

め
れ
ば
い
い
。
営
業
の
現
場
で

攻
め
の
営
業
を
す
る
時
に
、
人

間
の
本
性
を
理
解
す
る
こ
と
が

特
に
重
要
で
あ
る
。

　
攻
め
の
営
業
と
は
、
こ
れ
ま

で
作
り
上
げ
て
き
た
マ
ー
ケ
ッ

ト
以
外
へ
の
進
出
営
業
で
あ

る
。
他
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
進
出
に

は
３
通
り
あ
る
。
１
つ
目
は
現

有
商
品
群
を
持
っ
て
他
の
地
域

で
顧
客
開
拓
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　
２
つ
目
は
現
有
商
品
と
は
違

っ
た
毛
色
の
商
品
が
売
ら
れ
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
進
出
。

分
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
口
座

の
あ
る
顧
客
内
で
も
一
切
相
談

が
こ
な
い
部
門
が
存
在
す
る
。

そ
の
部
門
へ
の
進
出
で
あ
る
。

　
３
つ
目
は
現
有
商
品
を
購
入

し
て
く
れ
る
Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
中
に
案
件
や
相
談
が
こ
な
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
へ
の
進
出
で
あ
る
。

そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
二
種
類

あ
る
。

　
①
い
つ
も
案
件
を
出
し
て
く

れ
る
顧
客
が
意
識
し
て
分
別
し

て
い
る
場
合
。
例
え
ば
回
路
系

と
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
系
の
機

器
部
品
を
分
け
て
別
々
に
案
件

を
出
し
て
い
る
②
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
動
い
て
い
る
現
場
に
は
気
づ

か
な
い
潜
在
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ

る
。そ
れ
を
発
見
し
進
出
す
る
。

　
以
上
の
３
通
り
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
進
出
す
る
に
は
、
現
有
の

商
品
に
頼
っ
て
得
々
と
ア
ピ
ー

ル
す
る
の
で
は
う
ま
く
い
か
な

い
。
人
間
関
係
づ
く
り
を
強
く

意
識
し
て
始
め
る
営
業
で
あ

る
。

　
確
か
に
進
出
す
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
関
係
あ
る
商
品
や
情
報
を

紹
介
が
て
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

の
が
一
般
的
な
流
れ
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

へ
の
進
出
営
業
の
本
質
は
、
人

間
関
係
構
築
な
の
で
あ
る
。
営

業
と
新
規
客
は
利
害
が
支
配
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
で
あ
っ
て
も

人
の
本
性
は
変
わ
ら
な
い
。

　
だ
か
ら
販
売
員
の
「
売
り
た

い
」
と
い
う
欲
求
を
し
ば
し
忘

れ
て
、
自
尊
心
に
着
目
し
相
手

を
積
極
的
に
認
め
る
事
に
専
念

す
れ
ば
い
い
。
そ
れ
に
は
相
手

に
口
を
開
い
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。
前
か
ら
言
っ
て
き
た
名

刺
を
活
用
し
て
話
題
を
探
る
こ

と
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

�

誰
も
が「
自
尊
心
を
満
た
し
た
い
」

「
欲
求
」意
識
し
た
人
間
関
係
構
築

　
サ
ト
ー
パ
ー
ツ
は
、
作
業

に
合
わ
せ
て
先
端
の
交
換
が

自
在
に
で
き
る
「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｋ
Ａ
Ｅ
チ
ッ
プ
」
に
つ
い

て
、
パ
ワ
ー
ク
リ
ッ
プ
、
プ

ロ
ー
ブ
針
、
測
定
端
子
の
先

端
部
３
種
類
と
、
プ
ロ
ー
ブ

針
と
測
定
端
子
を
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
に
装
着
済
み
の
組
み

込
み
完
成
品
２
種
類
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
、
作
業
ツ
ー
ル

と
し
て
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
現
場
で
リ
ー
ド
線
の
接
続

相
手
に
合
わ
せ
先
端
を
自
在

に
交
換
で
き
、
い
く
つ
も
の

端
子
付
き
リ
ー
ド
線
の
用
意

や
持
ち
回
り
が
一
つ
で
解
決

で
き
る
。

　
新
た
に
追
加
し
た
の
は
、

ね
じ
頭
を
つ
か
み
や
す
く
外

基
板
用
高
容
量

ね
じ
式
端
子
台

　
サ
ト
ー
パ
ー
ツ
は
、
プ
リ

ン
ト
基
板
用
の
ね
じ
式
端
子

台
に
つ
い
て
、
定
格
６
０
０

Ｖ
―
40
Ａ
の
高
容
量
端
子
台

サ
ト
ー
パ
ー
ツ

Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｅ
チ
ッ
プ

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
追
加

「
Ｍ
Ｌ
―
３
５
０
」
を
発
売

し
た
。
端
子
間
ピ
ッ
チ
は
11

㍉
㍍
。
ま
た
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

取
り
付
け
で
き
、
前
後
リ
バ

ー
シ
ブ
ル
タ
イ
プ
の
専
用
カ

バ
ー
「
Ｍ
Ｌ
―
３
５
０
―

Ｃ
」
も
同
時
に
発
売
。
青
・

緑
・
オ
レ
ン
ジ
・
赤
の
４
種

類
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

判
子
ケ
ー
ス
型
の

ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ

　
サ
ト
ー
パ
ー
ツ
は
、
中
継

ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ
に
つ
い

て
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
判
子
ケ

バ
ナ
ナ
プ
ラ
グ
の

適
合
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
サ
ト
ー
パ
ー
ツ
は
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
、
バ
ナ
ナ

プ
ラ
グ
に
適
合
す
る
「
Ｔ
―

３
０
２
５
―
Ｌ
」
を
発
売
し

KISEKAEチップ

ML-350

F-850

れ
に
く
い
パ
ワ
ー
ク
リ
ッ
プ

「
Ｔ
Ｊ
―
１
０
０
―
Ｋ

Ｋ
」
、
圧
着
端
子
付
き
電
線

を
接
続
し
た
ま
ま
端
子
台
に

使
用
で
き
、
長
時
間
の
チ
ェ

ッ
ク
も
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
端

子
（
Ｙ
型
）
「
Ｔ
Ｊ
―
１
０

０
―
Ｋ
Ｙ
」
、
チ
ェ
ッ
ク
孔

の
な
い
ナ
イ
ロ
ン
コ
ネ
ク
タ

な
ど
の
通
電
チ
ェ
ッ
ク
に
便

利
な
プ
ロ
ー
ブ
針
「
Ｔ
Ｊ
―

１
０
０
―
Ｋ
Ｔ
」
と
、
プ
ロ

ー
ブ
針
／
フ
ォ
ー
ク
端
子
と

持
ち
手
を
組
み
込
み
セ
ッ
ト

と
し
た
「
Ｔ
Ｊ
―
２
０
０
」

と
「
Ｔ
Ｊ
―
３
０
０
」
。

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス　

河
村
電
器
産
業
と
三
菱
電
機
は
、

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
機
能
を
ク
ラ
ウ
ド
に
集
約

し
、
住
宅
内
機
器
と
の
通
信
機
能
を

分
電
盤
内
部
に
備
え
た
ク
ラ
ウ
ド
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
対
応
住
宅
用
分
電
盤
を
共
同

開
発
し
た
。

住
宅
用
分
電
盤
を
共
同
開
発

ク
ラ
ウ
ド
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
対
応

河村電器産業、三菱電機

　
河
村
電
器
産
業
は
、
こ
の

分
電
盤
を
10
月
４
日
に
発
売

し
、
三
菱
電
機
は
こ
の
分
電

盤
に
対
応
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
「
ミ
エ
ネ
ル
」
を
、

家
電
製
品
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
つ
な
ぐ
三
菱
電
機
製
家

電
統
合
ア
プ
リ
「
Ｍ
ｙ
Ｍ
Ｕ

（
マ
イ
エ
ム
ユ
ー
）
」
内
で

提
供
を
開
始
す
る
。

　
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
シ
ス
テ
ム
）は
、電
力
需
給

調
整
の
た
め
に
家
庭
の
エ
ネ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
別
途
必
要

で
、
製
品
や
工
事
コ
ス
ト
が

普
及
の
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
両
社
は
、
住

宅
内
機
器
と
の
通
信
機
能
を

分
電
盤
内
部
に
搭
載
し
、
低

コ
ス
ト
で
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
対
応

し
た
住
宅
用
分
電
盤
を
共
同

で
開
発
。
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
機
能
を

ク
ラ
ウ
ド
に
集
約
し
た
、

「
ク
ラ
ウ
ド
型
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
据
え
置
き
型

ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
期

待
さ
れ
る
一
方
、
導
入
に
は

分
電
盤
の
他
に
通
信
機
能
を

備
え
た
専
用
の
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
コ

の
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
が
い
ら
ず
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が

導
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
ア
プ
リ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
状
況
の
見
え
る
化
や
デ

ー
タ
の
保
存
が
で
き
、
Ｅ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
　
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
に

対
応
し
た
太
陽
光
発
電
、
燃

料
電
池
、
蓄
電
池
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
状
況
も
確
認
で

き
る
。

　
将
来
的
に
は
、
電
力
会
社

や
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
の
ク
ラ

ウ
ド
と
連
携
し
て
、
家
庭
の

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
対
応
製
品
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
ク
ラ
ウ
ド
型

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
デ
マ
ン
ド

レ
ス
ポ
ン
ス
に
対
応
し
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

を
目
指
す
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
繊
細
な
操

作
感
を
実
現
し
た
操
作
用
マ

イ
ク
ロ
ス
イ
ッ
チ
「
Ｄ
２
Ｆ

Ｃ
」
「
Ｄ
２
Ｌ
Ｓ
」
「
Ｄ
２

Ｆ
Ｐ
」
の
３
シ
リ
ー
ズ
を
発

売
し
た
。
同
製
品
は
、
人
間

工
学
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

感
触
の
定
量
化
を
行
い
、
安

定
し
た
バ
ネ
構
造
に
す
る
こ

し
た
。
ま
た
性
能
劣
化
を
抑

え
る
構
造
設
計
や
材
料
選
定

に
よ
る
高
い
耐
久
性
を
実

現
。

　
「
Ｄ
２
Ｆ
Ｃ
」
シ
リ
ー
ズ

は
、
メ
カ
接
点
に
よ
る
オ
ン

・
オ
フ
機
能
で
、
ク
リ
ッ
ク

耐
久
回
数
５
０
０
か
ら
６
０

０
０
万
回
ま
で
の
幅
広
い
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
そ
ろ
え
て
い

る
。
「
Ｄ
２
Ｌ
Ｓ
」
シ
リ
ー

ズ
は
表
面
実
装
タ
イ
プ
で
、

良
質
な
操
作
感
を
維
持
し
な

が
ら
機
器
の
小
型
化
が
可

能
。
「
Ｄ
２
Ｆ
Ｐ
」
シ
リ
ー

ズ
は
オ
ン
・
オ
フ
機
能
に
光

セ
ン
サ
ー
方
式
を
採
用
し
、

よ
り
安
定
し
た
オ
ン
・
オ
フ

機
能
で
７
０
０
０
万
回
の
高

耐
久
性
を
ク
リ
ア
し
、
高
速

応
答
・
高
信
頼
性
が
求
め
ら

れ
る
高
度
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
機
器
な
ど
に
最
適
と
な
っ

て
い
る
。

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
、
Ｐ
ｒ
ｏ
―
ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ブ
ラ
ン
ド
の
新
製
品
と

し
て
、
表
示
と
操
作
、
制
御

を
一
体
化
し
た
表
示
器
付
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
を
発
売
し
た
＝

写
真
。同
製
品
は
、Ｄ
Ｉ
Ｏ
32

点（
入
力
16
点
、
出
力
16
点
）

を
内
蔵
し
、表
示
器
の
筐
体

に
表
示
と
操
作
、
制
御
の
表

示
器
と
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
機
能
を
集

約
し
た
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
モ

デ
ル
。
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
表
示
器
を

そ
れ
ぞ
れ
搭
載
し
た
場
合
に

比
べ
、
省
ス
ペ
ー
ス
・
省
配

線
の
装
置
設
計
が
可
能
に
な

る
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
も「
Ｇ

Ｐ
―
Ｐ
ｒ
ｏ
Ｅ
Ｘ
」で
制
御

用
の
ロ
ジ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
操
作
用
表
示
画
面
の
作
画

と
を
開
発
・
管
理
で
き
、
ラ

ダ
ー
言
語
で
作
成
し
た
ロ
ジ

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

表
示
器
付
き

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ 

操
作
、制
御
を
一
体
化

オ
ム
ロ
ン
　
マ
イ
ク
ロ
ス
イ
ッ
チ

遠
隔
で
繊
細
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

見える化アプリケーション「ミエ
ネル」㊨と対応分電盤

　
星
和
電
機
は
、
防
爆
形
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

器
具
を
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン

星和電機

プ
ラ
チ
ェ
ー
ン
コ
ン
ベ
ア

中
間
駆
動
仕
様

Ｎ
Ｋ
Ｅ

　
Ｎ
Ｋ
Ｅ
は
、
中
間
駆
動
仕

様
の
プ
ラ
チ
ェ
ー
ン
コ
ン
ベ

ジ
し
、
ク
リ
ー
ン
度
ク
ラ
ス

１
０
０
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
清
浄
度
ク

ラ
ス
５
）
・
ク
ラ
ス
１
０
０

０
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
清
浄
度
ク
ラ
ス

６
）
に
適
合
し
た
、
防
爆
形

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
器
具
「
Ｃ
Ｚ
Ｂ
Ｐ
」
シ
リ

ー
ズ
と
、
防
爆
形
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
非
常
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器

具
「
Ｄ
Ｚ
Ｂ
Ｐ
」
シ
リ
ー
ズ

を
発
売
し
た
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
ゾ
ー
ン
１

・
ゾ
ー
ン
２
の
幅
広
い
爆
発

性
ガ
ス
（
水
素
・
ア
セ
チ
レ

ン
ガ
ス
）
に
も
対
応
し
た
軽

量
・
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
で
、

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
前
室
や

ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
な
ど
狭
い

空
間
に
も
設
置
可
能
。
樹
脂

充
填
防
爆
構
造
を
採
用
し
、

重
さ
は
従
来
比
15
〜
40
％
、

製
品
長
さ
は
27
〜
38
％
と
削

減
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

も
28
％
向
上
し
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
低
減
し
て
い

る
。

　
製
品
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
、
適
合
ク
リ
ー
ン
度
は
ク

ラ
ス
１
０
０
と
１
０
０
０
の

２
種
類
、
明
る
さ
は
Ｆ
Ｈ
Ｆ

３
２
形
高
出
力
形
２
灯
と
１

灯
相
当
品
の
２
種
類
、
前
面

枠
材
質
は
、
白
色
塗
装
の
鋼

板
、
ア
ル
ミ
合
金
（
ア
ル
マ

イ
ト
処
理
）
、
ス
テ
ン
レ
ス

（
バ
フ
仕
上
げ
）
の
３
種
類

を
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

ッ
ク
を
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ

プ
で
作
画
の
パ
ー
ツ
に
転
用

し
た
工
数
削
減
も
可
能
。
有

償
で
作
画
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
、

多
言
語
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

表
示
な
ど
の
高
度
な
画
面
制

作
の
代
行
も
依
頼
で
き
る
。

　
ま
た
遠
隔
監
視
ソ
フ
ト

「
Ｐ
ｒ
ｏ
―
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
　
Ｃ

ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
」
に
も
対
応

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
遠
隔
監
視
や
リ
モ
ー
ト

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
機
能
を
簡
単

に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ま
で
表
示
器
を
搭

ー
ス
型
「
Ｆ
―
８
５
０
」
を

発
売
し
た
。
適
合
ヒ
ュ
ー
ズ

管
サ
イ
ズ
は
φ
５
・
２
×
20

㍉
㍍
。
ま
た
リ
ー
ド
線
付
タ

イ
プ
と
し
て
「
Ｆ
―
８
５
０

―
Ｌ
」
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

た
。

　
同
製
品
は
、
ツ
マ
ミ
が
取

り
外
し
で
き
な
い
ジ
ョ
ン
ソ

ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
Ｔ
Ｊ
―

５
６
０
な
ど
バ
ナ
ナ
プ
ラ
グ

に
適
合
。
パ
ネ
ル
へ
の
取
り

付
け
方
法
は
ナ
ッ
ト
締
め
付

け
で
行
い
、
本
体
色
は
黒
・

赤
・
青
・
黄
・
緑
・
白
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

防
爆
形
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
用

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
具
刷
新

ア
「
Ｃ
Ｓ
Ｊ
30
Ｐ
」
を
発
売

し
た
。

　
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
仕
様
の
た

め
小
物
ワ
ー
ク
の
乗
り
移
り

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
チ
ェ

ー
ン
材
質
に
樹
脂
を
採
用
し

て
ワ
ー
ク
に
傷
を
つ
け
ず
に

搬
送
が
可
能
。
ベ
ル
ト
に
比

べ
て
チ
ェ
ー
ン
交
換
等
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
に
で

き
、
中
間
駆
動
タ
イ
プ
で
駆

動
部
を
任
意
の
位
置
に
移
動

で
き
る
。

　
幅
広
・
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ロ

ー
ク
で
の
制
作
も
可
能
と
な

っ
て
い
る

と
で
繊
細
な
操
作
感
触
と

し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど

で
の
人
の
意
思
通
り
に
操
作

し
て
柔
軟
な
動
作
を
可
能
と

載
せ
ず
、
ス
イ
ッ
チ
や
ラ
ン

プ
で
の
表
示
と
操
作
が
主
だ

っ
た
食
品
加
工
機
や
小
型
加

工
機
な
ど
シ
ン
プ
ル
構
成
の

装
置
や
、
温
湿
度
な
ど
ア
ナ

ロ
グ
情
報
の
管
理
を
ミ
ニ
マ

ム
で
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
農

業
や
植
物
工
場
向
け
装
置
な

ど
に
最
適
。
直
感
的
な
確
認

と
操
作
が
可
能
な
た
め
、
非

熟
練
者
や
外
国
人
労
働
者
な

ど
多
様
な
人
材
で
も
使
い
や

す
い
装
置
の
実
現
が
可
能
と

な
る
。

CSJ30P 「D2FC」「D2LS」「D2FP」シリーズ

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/

不足解消に貢献する最新ソリューションと製品を展示
している。9月5日まで。

■�オムロン、モバイルロボットに関するFAQページ
を開設

　オムロンは、普及が進むAMR・AGVについて、同
社のモバイルロボットに関するよくある質問とその回
答を集約したFAQページを開設した。LD/HDプラッ
ト フ ォ ー ム 、 バ ッ テ リ な ど ハ ー ド の 仕 様 と 、
MobilePlanner、Fleet Managerなどソフト仕様の
FAQを掲載している。

■�オムロン、中外製薬、OSXの共創による次世代ラ
ボオートメーションのコンセプト動画を公開

　オムロンは、中外製薬とオムロンサイニックエック
ス（OSX）の共創で目指す次世代ラボオートメーシ
ョンシステムについて、そのコンセプトと世界観を紹
介する動画を公開した。
　中外製薬は、オムロン、OSXと共創して創薬研究
のイノベーション創出に向けた実証実験を今秋からス
タートする。実証実験では、人と同じ部屋で柔軟に動
き作業するロボットを開発し、これまで自動化が難し
かった、実験の準
備や片付け、さま
ざまな種類の試薬
の操作、実験機器
や設備の操作とデ
ータ収集など、研
究員が行っていた
一連の非定型な作
業を自動化し、研究員がより創造的な活動に時間を使
うことができるようになることを目指す。

■�キーエンス、業務自動化RPA「RKシリーズ」採用
事例ページを公開

　キーエンスは、業務自動化RPA「RKシリーズ」に
ついて、採用した企業インタビューを集めた採用事例
ページを公開した。
　RPAは⼈がPCで行っていた作業を記憶し、ロボッ
トが⾃動で代⾏するソフトで、RKシリーズは導入か
ら稼働までナビ付きで簡単運用にこだわり、プログラ
ミングの知識や経験がなくても、自分一人でデスクワ
ークを自動化することができ、誰もが気軽に扱えるツ
ールとなっている。
　事例の掲載企業は、飲食店チェーンや業務請負サー
ビス、WEBサービスなど製造業にとどまらず幅広い
業種に広がっている。

■�富士電機、SDGs活動紹介ページを公開　吹上工場
での温室効果ガス削減プロジェクト

　富士電機は、同社のSDGsへの取り組みについて、
吹上工場における温室効果ガス「SF6ガス」を削減す
るプロジェクトを紹介する特設ページを公開した。
　SF6ガスは絶縁性に優れ、人体にも安全で高圧真空
遮断器の製造過程で用いられてきたが、地球温暖化係
数がCO2の
2万2800倍
に 相 当 す
る。同プロ
ジェクトで
はSF6ガス
代替として
圧縮した空
気を使った新たな製造方法を開発し、SF6ガスの95％
削減を実現した。

■�三菱電機開発本部松原氏が「第9回女性技術者育成
功労賞」を受賞

　三菱電機開発本部開発業務部長の
松原公実氏が、女性技術者や研究者
の育成において顕著な成果を上げた
人の功績を讃える「第9回女性技術
者育成功労賞」（主催：技術同友
会）を受賞した。
　松原氏は、1992年の入社後、統合デザイン研究所
で家電製品のプロダクトデザインやサービスデザイ
ン、未来社会で求められる新たな価値を探索する未来
価値洞察等に携わった後、2022年4月に統合デザイン
研究所の所長、2023年4月に研究開発の戦略等を担う
開発本部開発業務部長に就任し、現在に至る。デザイ
ナーとしてキャリアをスタートした後、自らがロール
モデルとなりながら、女性デザイナーの採用拡大と幅
広い年齢層に対する育成指導、事業所内の託児所の活
用推進や男性の育児休暇取得奨励など、統合デザイン
研究所での職場環境の構築に取り組んできたことが高
く評価された。

■�三菱電機、シーケンサの一部機種が納期回復　短納
期サービス提供開始

　 三 菱 電 機
は、小形シー
ケンサ一部機
種の納期が正
常化したこと
に伴い、注文
から最短で翌
日届く短納期
サービスを開始した。対象機種はMELSEC iQ-Fシリ
ーズとMELSEC-Fシリーズ。

■�三菱電機、CNCや加工機の情報誌「MECHATRO+ 
［PLUS］」最新号を公開

　三菱電機は、同社のCNCや
レーザ加工機、放電加工機の製
品情報や開発ストーリー、導入
事 例 な ど を 掲 載 し た 情 報 誌
「MECHATRO+［PLUS］」
について、最新号となるVol.16
を公開した。
　スマート農業に取り組むエム
スクエア・ラボ代表取締役の加
藤百合子氏の巻頭インタビュー
にはじまり、ソリューション事例として大熊製作所と
I-PEXの2件の事例を掲載している。

■�三菱電機、東日本FAソリューションセンターで脱
炭素と人手不足ソリューション企画展示開催中

　三菱電機は、東京・秋葉原にある東日本FAソリュ
ーションセンター
で、「環境と人の
ためのサステナブ
ルソリューション
〜あなたも見つか
る！脱炭素と労働
力 不 足 の 突 破 口
〜」と題した企画
展 を 開 催 し て い
る。JECA FAIR 
2023で展示をし
ていたカーボンニ
ュートラルと人手

セミナー・イベント情報

■�ハーティング、産業用ラズパイやSPEテーマのオン
ライン技術セミナーオンデマンドで視聴可能

　ハーティングは、産業用ラズパイやシングルペアイ
ーサネット（SPE）、最新の簡単結線技術を解説す
る「技術セミナー2023」をオンラインで実施してい
る。視聴は無料。オンデマンド形式で、視聴申し込み
後のURLから視聴できる。
　第1部は「産業
用ラズパイと最新
半導体センサを組
み合わせた低コス
ト設備診断・故障
予知システムの最
新事例」（約43
分）、第2部①は「1km長距離伝送・給電対応、2芯
の次世代イーサネット伝送技術　シングルペアイーサ
ネット（SPE）」（約43分）、第2部②は「工具不
要、電線を押し込むだけの最新簡単結線　Han-
Modular Push-In」（約23分）となっている。

■�オサダ、端子台の最新納期状況を公開
　オサダは、端子台の最新納期状況を公開し、分岐端
子台とSCCR品、アース端子台は実働10～15日、中継
端子台と貫通端子台（いずれも温度ヒューズ付きを除
く）は実働30～40日、プリント基板用（ワンタッ
チ）端子台（温度ヒューズ付きを除く）は実働40～
60日。大量注文の場合はさらに延びる見込み。

■�シーシーエス、人工光型植物工場での自然受粉によ
るイチゴの水耕栽培環境を提供開始

　シーシーエスと新居バイオ
花き研究所は、イチゴ品種
「恋苺」について、人工光型
植物栽培実験施設で受粉昆虫
を使わない自然受粉による水
耕栽培に成功し、恋苺の水耕
栽培ソリューションとして生
産者への提供を開始する。
　人工光型植物工場なので天
候や気候変動の影響を受けに
くく、温湿度などの制御がしやすい閉鎖環境で栽培す
ることで、1年を通じて美味しさや品質が安定したイ
チゴが収穫可能。また受粉昆虫を使わないので異物混
入リスクがなく、設備コストと工数を削減できる。

■�北陽電機、まんがで分かる制御機器第13話「AGV
障害物センサが思ったように進まない？？」公開

　北陽電機は、制御機器
の知識についてまんがを
織り込みながら学んでい
くコンテンツ「まんがで
分かる制御機器」につい
て、Season2　測域セン
サエリア設定タイプ編の第13話「AGV障害物センサ
が思ったように進まない？？」を公開した。
　測域センサの出力ロジック変更方法を理解したアン
さんのAGVは無事動き出したが、道を曲がろうとし
たそのときに再び停止してしまった。助けて！ツヨシ
君！！

■�富士電機機器制御、資料ダウンロードサイト「Fe 
Library」リニューアルに伴いサービス一時停止

　富士電機機器制御は、資料ダウンロードサイト
「Fe Library」を全面リニューアルすることに伴い、
9月に一時的にサービスを停止する。9月8日20時から
19日9時まで新規会員登録を停止し、9月15日20時か
ら19日9時までサービスを全面停止する。サービス再
開は9月19日9時を予定している。

■�コンテック、技術コラム「産業用マザーボードの選
び方」公開

　コンテックは、同社WEBの技術コラムに「産業用
マザーボードの選び方～用途に最適なシステムを構築
するために～」を公開した。

　産業用マザーボードは、工場や製造装置、医療機
械、社会インフラなど、信頼性が重要視される場面で
使われるコンピュータの重要な部品だが、特性や選び
方は一般的なPCのマザーボードとは異なり、使用す
る目的や用途に合ったものを選択する必要がある。コ
ラムでは産業用マザーボードの基本的な知識から選び
方までを解説している。

■�パトライト、兵庫県三田市と共同で次世代モビリテ
ィ事業の実証実験を実施

　パトライトは、兵庫県三田市と共同で、次世代モビ
リティ（グリーンスローモビリティ）事業の実証実験
を実施する。
　同事業は、環境に優しい電気自動車であるグリーン
スローモビリティを使った新しい移動サービスの実証
実験を行うもの。グリー
ンスローモビリティは、
時速20㌔㍍未満で走行
するゴルフカートのよう
な車で、特定エリアを巡
回して買い物や通院など
の日常の移動手段として
使ってもらい、グリーン
スローモビリティ車両の認知・安全に向けた実証実験
を行う。新たな活用方法として「グリスロ車両からの
音声発信」、ヒヤリハット安全対策として「車両検知
システム」の検証を綜合警備保障、PCIソリューショ
ンズと共同で検証する。

■�ソルトン、製品コラムミニ連載「シュレーゲル社製
スイッチの特長について①」を公開

　ソルトンは、同社WEBでの製品コラムミニ連載で
「シュレーゲル社製スイッチの特長について①」を公
開した。
　シュレーゲル社は1945年にドイツで設立された電
気制御・電子制御部品のスイッチの専門メーカーで、
80カ国以上に代理店があり、ドイツメイドの高品質
な操作スイッチを世界中に展開している。コラムで
は、そんなシュレーゲル社の操作スイッチのデザイン
性について解説している。
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エッジコンピューティング・
エッジAIに力を入れるアドバンテック

　イベントは、第1部がキーノートスピー
チとしてアドバンテック、エヌビディア、
マクニカの3社が、第2部は製造業DX（コ
ンピュータマインド、タカノ、フツパー、
アイシン）とスマートシティ（ニューラル
グループ（旧社名ニューラルポケット）、
AWL、アジラ、Allxon）に分かれて講演
が行われました。
　はじめにアドバンテック執行役員インダ
ストリアルIoT統括事業本部WISE－IoT
統括事業本部統括責任者・古澤隆秋氏によ
る「次の扉をノックするAI共創パートナ
ー」のキーノートスピーチでイベントがス
タート。

アドバンテック
古澤隆秋氏

　グローバルのAI市場は2022年時点で16
兆円、2030年には200兆円まで拡大すると
予想されています。特にIoTプラットフォ
ームとエッジAIの領域が有望とされ、同
社はエッジAIに注力しているとのことで
す。
　産業用AIは製造業、交通、セーフテ
ィ、小売り、ヘルスケア、農業などいろい
ろなところで新しいビジネスがスタートし
ていますが、各アプリケーションによって
必要とされる技術、ハードウエアとソフト
ウエアは異なります。例えば交通ではたく
さんの監視カメラが使われ、それがPoEで
つながり、屋外利用も多いことから耐環境
性能は必須。ヘルスケアでは医療用の規格
や4K画像などが不可欠で、それぞれに合
わせた組み合わせを考える必要がありま
す。
　同社はポートフォリオとして、産業用
PC以外にも、センシングレイヤーでセン
サからのデータを無線で飛ばすIOユニッ
トや振動センサ、イーサネットスイッチ、
それを処理するエッジコンピュータを持
ち、さらにソフトウエアを入れてオンプレ
システムを構築したり、クラウドのWISE
－PaaSというサービスも取りそろえてい
ます。AI関連も、医療グレードや交通・
鉄道向け産業用PCをはじめ、ビデオ＆グ
ラフィックカード、Jetson対応のIPCやビ
ジョンカメラ、さらにはAIサーバーや推
論サーバーなどエヌビディアのGPUを搭
載した製品を多数展開しています。
　また、AI開発・運用に関わる情報を1つ
にまとめ、可視化して管理もできるAIフ
レームワーク「WISE－IoT Suite」を開
発し提供を開始。日本でのインフラサービ
スのAIを開発・運用するにあたっての管
理の煩雑さを解決できるとのことで複数実
績があります。
　まとめとして古澤氏は「AIとIoTをつな
げていく、開発して実装して運用してくに
は、1社1社ではできず、パートナーと一緒
になってエコシステムでやっていくことが
多く、各アプリケーションの組み合わせに
なっていきます。ぜひこの後の講演で、
AIはここまで来たということをエヌビデ
ィア様にお話しいただき、マクニカ様に実

際の実装でどこまでできているかを解説い
ただき、第2部のパートナー様による製造
業DXとスマートシティの独特のアプリケ
ーションについて、ここまでできるという
話を聞いてもらえればと思います」と話し
ました。

生成AI、メタバースを強化する
エヌビディア

　続いては、エヌビディア合同会社日本代
表兼米国本社副社長・大崎真孝氏による
「新AI時代を切り拓く、NVIDIAの挑
戦」。GPUの世界トップメーカーであ
り、AIの有力プレイヤーである同社がい
ま何を考え、取り組んでいるのかを紹介し
ました。
　同社はグラフィックスのGPUからスタ
ートし、データセンター（DC）のコンピ
ューティング、AIへと事業を拡大。特に
近年はAIで成長が加速し、売上高も2023
年会計年度は270億㌦、時価総額では5千億
㌦とも言われ、社員数も2万4000人にまで
増加しています。グラフィックスとAI、
コンピューティングが相互連携しているこ
とが技術的な優位性を生んでいます。
　いま同社が力を入れていることは「サス
テナビリティ・生成AI・インダストリア
ルデジタリゼーション」の3つ。
　1つ目のサステナビリティでは、AIは大
量のデータを高速で処理するために膨大な
エネルギーを消費するため、ハードウエ
ア、ソフトウエア合わせたシステムでエネ
ルギー消費の最適化を進めています。
　2つ目の生成AI（ジェネレーティブAI）
は、単に質問に答えるだけでなく、映像や
音楽などあらゆるものを作り出すことがで
き、すべての産業が変革する可能性がある
と捉えて事業を強化しています。エヌビデ
ィアはカスタム生成AIのためのクラウド
サービスとして、大規模な言語処理モデル
をカスタムして作れるNVIDIA Nemo、言
語モデルを画像や映像、3Dアプリケーシ
ョンに出力できるNVIDIA Picasso、創薬
用に特化した生成AIのNVIDIA BioNemo
の 3 種 類 が 含 ま れ た N V I D I A  A I 
Foundationsを発表しています。
　3つ目のインダストリアルデジタリゼー
ションでは、グラフィックスとAI、コン
ピューティングの技術を生かしてメタバー
スを強化。NVIDIA Omniverseは、倉庫
や工場、街などを仮想空間上に作って物理
シミュレーションができるメタバースプラ
ットフォームで、BMWの工場やAmazon
の物流センターではOmniverse上で生産
性や安全性を検証しているとのことです。

エヌビディア
大崎真孝氏

　大崎氏は「生成AIで加速する成長はあ
らゆるところに及び、これは止めることは
できないトレンドです。データセンターで
AIを作り、それを現場に落とし込むソリ
ューションとしてエッジAIがあり、それ
らがつながることで世界中でAIが作られ
ています。AI技術を無理に取り込む必要
はありませんが、世界で何が起きていて、

AIの得意な分野はどこなのか、何に使え
て何に使えないかを見極めることが必要で
す」と締めくくりました。

マクニカ、サイバーフィジカル
システム構築を支援

　キーノートスピーチの最後はマクニカ　
クラビスカンパニービジネスソリューショ
ン第2統括部統括部長・内田洋都氏による
「最先端AIテクノロジーの実装に向けた
取り組み～求められるコンピューティング
インフラ～」とし、AIを開発運用するた
めに必要なインフラを紹介しました。

マクニカ
内田洋都氏

　マクニカは、半導体とセキュリティ、ネ
ットワークをコア事業とする技術商社。
1200人以上いる同社のエンジニアが、国内
外のテクノロジーパートナー300社と一緒
に、顧客に伴走して価値提供するエコシス
テムを強みとしています。AIに関して
は、エヌビディアのパートナーとしてハー
ドウエア、ソフトウエア、SDKをフルラ
インアップで取り扱い、サイバーフィジカ
ルシステム（CPS）の実現を目指し、そ
こに向けたインフラ提供と構築に力を入れ
ています。
　エッジコンピューティングのインフラで
は画像処理や言語処理等の認識機能とリア
ルタイム処理など高度な処理が必要となる
ため、AIボックスのようなAI搭載のエッ
ジサーバーの選定と使いこなしが重要とな
ります。データセンターのインフラでは、
高性能なコンピューティングリソースと高
速なネットワークを効率よく活用する必要
があり、オープンソースのスタックも増え
て管理が大変になっているため、同社はエ
ヌビディアのCUDAベースのアーキテク
チャを採用することでモデル開発のスピー

ドアップを提案しています。
　こうした便利なプラットフォームを顧客
に実際に体験してもらうため、仮想GPU
やGPU効率化ソフトウエア、Omniverse
などインフラを試せる検証環境などを用
意。さらに自社でOmniverseを活用した
自社の物流センターのデジタルツイン環境
を構築してAI活用を行っているとのこと
です。
　AI技術の発展にはエコシステムが重要
となり、同社ではスマートファクトリーの
実現に向けた活動をしている製造業の専門
チームや、CPSのセキュリティ課題を考
えるサイバーセキュリティのチーム、モビ
リティ、DX支援するコンサルティングチ
ームなど専門チームを設けて支援体制を強
化しています。
　内田氏は「目指すべき姿は、あらゆる情
報がデジタル化され、ビッグデータ活用さ
れるCPS構築の手伝いをすること。その
適用範囲は広く、もっと知見を蓄積するこ
とが必要になっています。各分野のデータ
を連携させてインテリジェンスを獲得する
CPSを実現できるよう、グローバル視点
で新しい技術やソリューションサービスを
お届けできるよう邁進します」とまとめま
した。

製造業DXでのアプリケーション
事例を紹介

　第2部は、製造業DXとスマートシティ
でテーマごとに分かれてセミナーを実施し
ました。
　製造業DXでは、コンピュータマインド
代表取締役社長・萱沼常人氏による「製造
業でのAI製品化事例とWebAccessを中心
とした、AI・点群データソリューション
の連携」を皮切りに、タカノ画像計測部門
営業部営業1課・木下彰訓氏が「高速画像
検査におけるGPU・AIの活用事例」でフ
ィルム検査装置へのGPUとAIの活用事例
を、フツパー関東支社長・萩原啓悟氏が
「最新テクノロジーを確かな労働力に！外
観検査AI導入の失敗例／成功例」として
外観検査自動化のポイントを定量化して紹
介。さらにアイシンDX戦略センターDS部
スマートファクトリーAI開発室マシンビ
ジョングループ・桒原伸明氏が「AI外観
検査導入の勘所」として外観検査導入の経
緯などを講演しました。
　スマートシティでは、ニューラルグルー
プ（旧社名ニューラルポケット）常務執行
役員デジソリューション事業本部本部長兼
ニューラルエンジニアリング代表取締役社
長・岩切翼氏による「エッジAIソリュー
ション導入の変遷」、AWL取締役CTO兼
AI HOKKAIDO所長兼弁理士・土田安紘
氏による「エッジAI今後の技術・ビジネ
スの展望」、アジラ執行役員CTO・若狭
政啓氏による「行動認識AIの概要と社会
実装に向けた取り組み」、Allxon日本担

当・関智之氏による「エッジAIデバイス
のリモート監視ソリューション」の4つの
セミナーが行われました。
　また会場内は講演の合間に実機を見られ
るように各種展示を実施。今回の主要テー
マとなっていたエッジAI製品のほか、外
観検査のデモ展示、人物の行動検知等がデ
モ展示されていました。

デモ展示

参加者からの評価は上々
次回に期待する声も

　参加者は、装置メーカーなどの製造業・
システムインテグレーター（SIer）、販売
代理店等を中心とした100人で、参加者ア
ンケートでは、「AI活用のソリューショ
ンだけではなく、技術者・開発環境の導入
支援など幅広く学ぶことができました」
（装置メーカー・東京都）、「単なる製品
紹介に終始することなく、有力会社の責任
者による生の声が聴けて良かったです。各
社さまざまなカラーがあって興味大！で
す」（設備管理・東京都）、「現在のAI
のトレンドや技術革新の概要を知ることが
できた。今後自社でどのようにAIを展開
していくべきかを考える良い機会となりま
した。また、実際の活用事例も参考になり
ました」（食品製造業・新潟県）、「外観
検査に取り組んでおり、失敗事例を含めた
説明が多くあり、どのような点について注
意を行うかが明確となり、参考になりまし
た。近年のAIの動向についても確認する
ことができ、今後の活用についての道筋は
立てることができました」（製造業・神奈
川県）など、高評価の声が多かった様子。
次回開催は未定ですが、この結果を受けて
アドバンテックでは「検討したい」として
います。

アドバンテック「製造業のAI構築・活用」最新情報を発信
「産業用AIもここまで来た！Tokyo AI フォーラム」開催レポート

成功のカギは「パートナーエコシステム」
アドバンテックは2023年4月20日、東京・神田のKANDA SQUAREで、AIをテーマに
した「産業用AIもここまで来た！Tokyo AI フォーラム」を開催し、産業用AI活用と
その可能性に関心が高い100人以上が参加しました。製造業DXとスマートシティをテ
ーマに、エヌビディアをはじめ、先進的な企業11社が出展して産業用AIの最新動向と
自社の取り組みを解説しました。
　本記事では、会場の様子とセミナー内容をダイジェストにまとめて紹介します。

アドバンテック　https://www.advantech.com/ja-jp
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ボッシュ・レックスロス

現在の主力事業は油圧関連
売上高の7割を占める

　―御社について教えてください。
　当社はボッシュグループの産業機械部門
として1795年に創業し、グローバルで油圧
機器やFA機器、電動サーボドライブ事業
を展開しています。建設機械や一般産業機
械、FAの製造装置など幅広い分野で油圧
・電動駆動に関わる製品とソリューション
を提供しています。グローバルの売上高は
70億ユーロ（約1兆1000億円）、従業員数は3万
2100人。日本をはじめ世界80カ国に営業拠
点があり、製造拠点は20カ国46カ所に広が
っています。
　日本法人は1934年設立で、約90年の歴史
があります。2022年度の国内売上高は約
240億円で、このうち7割を油圧関連が占
め、残りをサーボシステム機器、アルミフ
レーム製品と工具、ヘグランドモータがそ
れぞれ1割となっています。
　営業拠点は東京と神奈川、愛知、大阪、
福岡にあり、茨城県土浦市に土浦工場があ
ります。サービス拠点も土浦、横浜に油圧
のサービスセンター、名古屋にFAサービ
スセンターを設けています。

次の収益の柱として
FA事業を強化

　―FA事業が売り上げに占める割合は1
割ほどなんですね。

当社は昔から油圧機器事業が強く、グロー
バルでもトップクラスです。売り上げの7
割は油圧機器が稼ぎ出しています。しかし
油圧機器の市場は歴史が長く、成熟して飽
和状態に近づき、成長率も鈍化しています。
　一方でFA市場は需要が大きく、成長を
続けています。そこで現在、ボッシュグル
ープとしてFA事業を柱に育てようとグロ
ーバルで取り組みを強化しています。

FA事業を次の柱に
インバータ即納提案で市場へ浸透図る

FA最前線インタビュー

ち80％は三相200Vだと言われています。
一方海外では400Vが使われることが多
く、中国の場合は20％が200Vで、80％が
400Vと日本と正反対です。
　そのため当社のインバータは400Vを標
準として作られていて、200V製品も400V
で使っている部品を流用し、とてもハイス
ペックなものを使っています。例えば中に
入っているパワー半導体のIGBT素子は
400V用を使用し、標準でノイズフィルタ
を搭載してEMC対策もしてあり、高圧対
応で高信頼、高機能のハイエンド機種とな
ります。
　同期モータを回すことができ、ULやCE
など主要な国際認証も取得済みで、輸出用
機械などには最適です。設定は無償で提供
しているパソコンのアプリケーションソフ
トから簡単に実行でき、パソコン上でさま
ざまなパラメータを見ることができてお客
さまからも好評です。オシロスコープ機能
も付いていて波形の確認もでき、サーボに

PLC、サーボなど
主要なFA機器をラインアップ

　―FA機器はどんな製品を取り扱ってい
ますか？
　PLCや産業用PC、サーボモータ、イン
バータ、I／O、セーフティなど主要なFA
機器をすべてラインアップしています。制
御の部分は「ctrlX（コントロールエック
ス）」のブランドで展開し、ボッシュグル
ープやドイツの自動車メーカーの工場をは
じめ、世界中で採用されています。
　特に今、日本で力を入れているのがイン
バータです。現在、国内に多くの在庫を確
保しており、注文からすぐ発送が可能で
す。

納期問題・調達難が続くインバータ
国内在庫を武器に提案強化

　―インバータの納期は回復途上と言わ
れます。
　FA機器の納期問題も回復し始めていま
すが、インバータはショックが大きく、ま
だ手に入りにくい状態が続いています。そ
れを解消するために世界中から製品をかき
集めて国内向けの在庫を確保しました。
　当社のインバータは日本ではあまり知ら
れておらず、認知度も高くないですが、中
国で多く使われていて、グローバルでは10
％ほどのシェアがあります。

日本市場向けにハイエンド機種を
手頃な価格で提供

　―御社のインバータの特長は？
インバータは、日本だと三相200Vを使う
ケースが多く、インバータの出荷台数のう

も使えます。バリエーションも、単相200V
（定格容量0.4～2.2kW）、3相200V（0.4～
11kW）、3相400V（0.4～160kW）と幅広い
製品ラインアップをそろえ、オプション製
品も各種取りそろえています。
　―400Vの部品を200Vに転用していると
はぜいたくですね。
　それでいて価格は日本の他の200V製品
と同レベルに抑えています。納期問題でイ
ンバータが欲しくても手に入らないという
声が多く、まずはそうした声に応えようと
いうことで、今はキャンペーン価格として
普段よりもリーズナブルな価格帯で提供し
ています。

国内サービス、トレーニングなど
サポート体制も整備

　―納期問題が続いている今だからこそ
の戦略ですね。
　初めてのメーカー、しかも海外製品を使
う際にはいろいろなハードルがあると思い
ます。
　それに対し当社は、国内在庫を用意して
即納できるようにし、価格も現在使ってい
るものと同等に抑え、納期や価格に関する
ハードルを下げています。さらに日本語の
カタログやマニュアルを用意し、サービス
拠点も名古屋に構えてトレーニングも提供
し、言語や使用時の不安を取り除いている
ので、安心して使ってもらえると思います。

サプライチェーン強靭化を支援
FA新製品も発売予定

　―今後に向けて。
　インバータが手に入らないという人に対
して、ぜひ当社のインバータを試してもら
いたい。ボッシュはもちろん、欧州や中国
の工作機械や産業機械メーカーをはじめ、
日本の工作機械メーカーでも採用されてい
て、グローバルで実績のある機種です。そ
のハイエンドなインバータを、今なら手頃
な価格で即納で手に入れることができま
す。使いこなすための講習会やサポートも
実施しています。
　また、現在ボッシュ・レックスロスとし
て油圧機器だけでなく、FA事業を強化し
ています。インバータ以外にも、FA機器
の新製品がこれから出てくる予定です。
IoTやモーション、サーボシステムなど世
の中にあっと言わせる製品を予定している
のでぜひご期待ください。

ボッシュ・レックスロス　https://www.boschrexroth.com/ja/jp/

　ボッシュ（Bosch）と言えば自動車部品の
世界トップメーカーとして知られるドイツの
有名企業ですが、実際には自動車部品だけで
なく、自動車などモビリティ、油圧やFAな
どの産業機器、エネルギー・ビル、電動工具
など消費財という4つの事業を展開し、年間
売上高は882億ユーロ（約13兆8000億円）に上る電
気機械のトッププレイヤーです。
　このうち産業機械事業を担っているのがボ
ッシュ・レックスロス（Bosch Rexroth）
で、油圧機器、産業用アルミフレーム構造材
では世界シェア上位に位置し、現在、新たな
収益の柱としてFA事業の強化を進めていま
す。日本では品不足が続くインバータを注力
商材と定めて提案を強化。日本でのFA事業
の取り組みについて、営業本部産機統括本部
長・江井智之氏に話を聞きました。

ボッシュ・レックスロス
営業本部産機統括本部長

江井　智之氏
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て増加が見込まれる大型構造部品の試作サービス（設
計、試作金型、試作品）の提供を2025年3月頃から予
定し、ギガキャストの採用を検討する自動車メーカー
などの顧客に提案していく。
　新設する工場建屋の敷地面積は3400平方㍍（鋳造
工場は1600平方㍍、金型工場は1800平方㍍）。生産
品目は大型アルミダイカスト製品（ボディ、バッテリ
ーケースなど）。

■�野村乳業、広島県三原市の広島臨空産業団地の新工
場に製造を全面移転

　野村乳業は、乳
酸菌飲料「マイ・
フローラ」など同
社の乳製品の製造
について、6月に
府中町本社工場で
の商品製造を終了
し、7月から広島
臨空産業団地の新
工場「マイ・フロ
ーラプラント」に製造施設を移転した。製造施設を移
転するのは、創業から126年目で初めて。
　主力商品の乳酸菌飲料「マイ・フローラ」は、腸活
（プロバイオティクス）やプラントベースへの消費者
の関心の高まりを背景に成長が見込まれており、新工
場では生産能力を約4倍に引き上げて需要増加に対応
する。延床面積は1367平方㍍。

■�ローム、宮崎県国富町のソーラーフロンティア旧国
富工場の資産を取得。SiC生産能力を増強

　ロームは、宮崎県東諸県郡国富町のソーラーフロン
ティア旧国富工場（田尻1815番地）の資産取得を
し、SiC生産能力を増強する。取得時期は2023年10月
を予定。
　工場資産
の取得は、
半導体市場
のさらなる
拡大が見込
ま れ る な
か、安定供
給を実現す
るためにSiCパワー半導体を中心にグループの生産能
力の拡大を目的としたもの。総敷地面積約40万平方
㍍、建物面積23万平方㍍のうち、同社が利用するの
は生産棟となる約11.5万平方㍍。SiCを中心に生産予
定で、既存建物やクリーンルームを活用することで早
期生産の立ち上げが期待でき、2024年末の稼働開始
を目指す。今回の工場取得によりSiC生産能力は2021
年に比べて35倍になり、2030年までのSiC生産能力を
カバーできる見通し。

■�UBE、山口県宇部市の宇部ケミカル工場で窒化珪
素の製造設備増設

　UBEは、電動車（xEV）向けの軸受・基板用途を
中心とする需要の急増に対応するため、宇部ケミカル
工場内の窒化珪素製造設備を増設する。2025年度下
期に稼働予定で、生産
能力は現行比で約1.5
倍となる。
　同社の窒化珪素は、
独自のイミド熱分解法
を用いて製造される高
品位粉末で、粒度が均
一で不純物が少ない特
長を備えている。微細
構造の制御が可能なため、高い焼結体特性が得られ、
自動車産業から航空機、電子産業、工作機械などの幅
広い分野でさまざまな部品に用いられている。

■�SBIホールディングス、台湾の半導体ファウンドリ
PSMCと日本国内で半導体工場を設立

　SBIホールディングスは、台湾の半導体ファウンド
リ大手Powerchip Semiconductor Manufacturing 
Corporation（PSMC、力晶積成電子製造）と日本国
内での半導体工場設立に向けた準備会社を設立する。
　PSMCは台湾3位、世界6位の半導体ファウンドリ
大手で、メモリとロジックの両方を生産できる世界的
にも稀有な存在。また車載向け半導体需要の90％以
上を占める28nm以上の半導体を高品質で安価・大量
に生産するビジネスモデルを有している。今後、同社
とPSMCは準備会社を設立し、同準備会社が工場立地
場所の選定、事業計画の策定、資金調達の計画等を実
施する。

■�シグマ光機、石川県白山市の技術センターの既存棟
の改修＆新工場棟2棟が完成

　シグマ光機は、石川県白山市の技術センターで進め
ていた既存棟の改修と新工場棟2棟が完成し、稼働を
開始した。
　既存棟は、老朽化・狭小化していた自動応用製品の
組立・検査工程の作業エリアを拡充し、設備の再配置
と動線の見直しを行うことで業務効率化を実現。新工
場棟は、高分解能自動ステージや調芯装置、装置組込
用高額部品
や光学モジ
ュール製品
の量産化や
O E M 製 品
のラインア
ップ拡充を
担う開発試
作棟と、メ
ディカル・ヘルスケア関連製品など新製品の開発・製
造の推進を担う企画開発棟の2棟となる。開発試作棟
の総投資額は約2.4億円で、鉄骨造地上2階で延床面
積は864平方㍍。企画開発棟の総投資額は約2.6億円
で、鉄骨造地上2階で延床面積は977.12平方㍍。

■�リョービ、静岡県菊川市の菊川工場に大型ダイカス
トマシン導入＆専用建屋を新設

　リョービは、
静岡県菊川市の
菊川工場敷地内
に、ダイカスト
専業メーカーと
しては日本初と
なる6000㌧ク
ラスの超大型ダ
イカストマシンを導入し、それ専用のギガキャスト用
工場建屋を新設する。

国内

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

海外

■�ヨネックス、インド新工場が稼働。カーボン製バド
ミントンラケットを製造開始

　ヨネックスのインド子会社Yonex Indiaは、ベンガ
ルール市にバドミントンラケットを製造する新工場を
開設し、6月から製造を開始した。
　同社は2017
年4月からベン
ガルール市でバ
ドミントンラケ
ットを製造し、
既存工場ではス
チール／アルミ
製ラケットを製
造している。新工場はカーボン素材のラケット製造設
備を備えた第二工場となり、3年後をめどに現在の3
倍の生産規模の達成を目指す。
　新工場の敷地面積は2万1322平方㍍。延床面積は1
万250平方㍍。

■�東レ、米国と韓国でレギュラートウ炭素繊維の生産
設備を増強

　東レは、米国の子会社Toray Composite Materials 
America, Inc.のスパルタンバーグ工場（サウスカロ
ライナ州）と、韓国の子会社Toray  Advanced 
Materials Korea Inc.の亀尾工場（慶尚北道グミ市）
で、レギュラートウ炭素繊維の生産設備を増強する。
　レギュラートウ炭素繊維は、フィラメント数が2万
4000本までの炭素繊維で、航空機や圧力容器等、高
性能・高品位が要求される分野で使用される。特に圧
縮天然ガスタンクや水素タンクなどの圧力容器用途
は、宅配業務用CNG車両やガス輸送タンクに加え、
燃料電池を使用する乗用車、物流トラック、鉄道、船
舶などへの採用が拡大し、今後の需要拡大も期待され
ている。
　今回の設備増強により、レギュラートウ炭素繊維の
生産量は、現行の年産2万900㌧から3万5000㌧に増
加。2025年からの生産開始を予定している。

脱炭素エネルギー

■�ダイセキ環境ソリューション、愛知県東海市に分離
膜によるバイオディーゼル燃料精製処理設備

　ダイセキ環境ソリュー
ションは、廃食油リサイ
クルによるバイオディー
ゼル燃料の製造販売事業
について、バイオエナジ
ーセンター（愛知県東海
市）に分離膜を使ったバ
イオディーゼル燃料の精製処理設備を建設する。
　バイオディーゼル燃料は脱炭素につながる軽油代替
燃料として車両や建設機械、発電機、船舶燃料などで
使われるようになっている。その精製方法は小規模な
蒸留施設で行われることが多く、非効率で、環境負荷
が大きかった。それに対し同社は、分離膜による精製
処理設備を導入することで蒸留装置の約17倍となる
年間1200kLのバイオディーゼル燃料を精製できるよ
うになり、精製時の環境負荷も、同量を蒸留施設で作
った場合に比べて年間CO2排出量を507㌧削減。さら
に精製したバイオディーゼル燃料1200kLを軽油使用
から置き換えると3000㌧以上のCO2削減になるとして
いる。

ンジンの発電利用
の実証実験を実施
する。
　実証実験では、
新たに設計した水
素100％を燃料と
する6気筒水素エ
ンジンの燃焼安定
性、性能、信頼性
等の検証に加え、
発電装置として求
められる安全性評
価や性能検証を実
施する。

　一部の自動車メ
ーカーでは車体の
製造工程で超大型
のダイカストマシ
ンを使って大型構
造部品を一体成形
し、コストダウン
やCO2排出量削減
を図る動きが進ん
でおり、同社もギ
ガキャストと呼ば
れる次世代のダイ
カスト技術を導入
する。あわせて、
新車種開発におい

■�コベルコ建機、岐阜県大垣市の大垣工場の第二組立
塗装棟が竣工

　コベルコ建機は、
グローバル生産体制
再編の一環として大
垣工場（岐阜県大垣
市本今町）で建設を
進めてきた第二組立
塗装棟が完成した。
　日本国内での生産
は五日市工場（広島県広島市）と大垣工場の2拠点体
制としているが、両工場の生産負荷（五日市生産能力
1万500台/年、大垣生産能力8500台／年）が高まって
いることから、大垣工場で生産能力を増強。今回完成
した第二組立塗装棟では、7㌧クラスのショベルと5
㌧クラスのミニショベルの2モデルを合計3000台生産
でき、両工場での台数負荷を補完するかたちで、柔軟
な生産が可能となる。組立ラインの新設とともに製缶
能力も増強し、大垣工場の生産能力は8500台/年から
1万1500台/年に増強した。

■�不二越、富山県滑川市の滑川事業所内に油圧走行モ
ータ第2工場を新設

　不二越は、ミニ・ミディショベルに搭載される油圧
走行モータの増産に向けて、富山県滑川市の滑川事業
所に、油圧走行モータ第2工場を新設する。
　都市開発や
農業用途など
で日本・欧州
・北米・中国
市場でのミニ
・ミディショ
ベルの需要は
拡大する見通
しで、走行モ
ータも堅調な
需要拡大が見込まれている。新工場では、自動化によ
る工場の無人化、設備集約による効率化などを徹底
し、カーボンニュートラルにも配慮し、生産能力の増
強と生産性改善を進める。総投資額は約35億円。延
床面積は約1万平方㍍。

■�三菱重工エンジン＆ターボチャージャ、相模原市の
相模原工場内に水素エンジン発電の実証設備

　三菱重工エン
ジン&ターボチ
ャージャは、神
奈川県相模原市
の相模原工場内
に、水素100%
を燃料として燃
焼させて発電する水素専焼エンジンを発電セット化し
た設備と水素供給装置を建設し、2024年度に水素エ


